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  PSx(NH3
+Cl-) の外観写真を図 2 に示します。相対湿度 80%（RH=80%）の湿潤状態で

は流動性を持ちますが、5%以下の乾燥状態ではピンセットで掴んだり刺したりできる

まで硬化しました。動的粘弾性測定注 10）の結果からは、湿潤状態から乾燥状態になる

ことで貯蔵弾性率が 1 億倍も変化することが明らかとなりました。貯蔵弾性率注 11）の







注 10）動的粘弾性測定： 

試料にある周期の歪みあるいは応力を与えたときに、試料から発生する応力あるい

は歪みを測定する手法のこと。試料の力学物性を評価する際に用いられる。 

 

注 11）貯蔵弾性率： 

試料の変形のしにくさを表す物性値のことを弾性率といい、動的粘弾性測定にて求

まる弾性率は動的弾性率と定義される。動的弾性率は実数部と虚数部から表現され、

前者を貯蔵弾性率、後者を損失弾性率という。 

 

注 12）イオン基： 

電子の過剰あるいは欠損により電荷を帯びた原子をイオンといい、イオンを含む官

能基のこと。親水性を示し、化合物に吸湿性を付与する起源となる。 

 

注 13）PTFE： 

ポリテトラフルオロエチレン。デュポン社商標のテフロンの名称で広く知られてい

る。炭素原子とフッ素原子のみからなるフッ素樹脂の略称。 

 

注 14）アモルファス： 

結晶のような長距離秩序はないが、短距離秩序はある物質の状態を指す。非晶質と

もいう。アモルファス物質は




